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「バイオスティミュラント」の起源別分類 「バイオスティミュラント」は英語表記で「Bio Stimulants」。ヨーロッパで作られた造語です。「Bio」は生物、「Stimu-
lants」は刺激（剤）。なのでバイオスティミュラントを日本語に直訳すると「生物刺激剤」となります。この“生物を刺激する”とは、植物に供することで何かしらの作用をもたら
し、植物の能力と農作物の価値を高めるということです。日本でも多様なバイオスティミュラント製品が販売されていますがどのような種類があるのでしょうか？分類方法と
して活性成分、資材の起源、作用や効果などがありますが、ここでは、イメージがつかみやすい“資材の起源別＝何から作られているのか”による6分類を紹介します。

QRより申込・参加頂いた方には粗品プレゼント

勉強会へのエントリーはこちらから！→

9月勉強会

1.腐植酸
植物や動物の遺体が、微生物により分解・集積・重合されて土壌中に生成される暗色高分子有
機物が腐植物質。その腐植物質のうち、酸とアルカリの両方に溶けるものが「フルボ酸」、酸には
溶けずアルカリのみに溶けるものが「フミン酸」です。
2.海藻抽出物多糖類
世界的にはバイオスティミュラント製品の約1/3を占める中心的な起源物質。沿岸地域では古
くから農作物に良い影響を与えるとして利用されています。
3.アミノ酸・ペプチド
アミノ酸とは、有機物の一種。タンパク質の構成要素である。ペプチドとは、複数個のアミノ酸が
結合した化合物。バイオスティミュラント製品に使用されているアミノ酸とペプチドは、農工業副
産物や植物源（農作物残渣）、動物排泄物から加水分解されて得られているものが多い。
4.ミネラル・ビタミン類
有機物以外の地質由来成分であり「カリウム」「リン」「カルシウム」などがある。植物の生育に必
要な成分の17種は特に「必須元素」と呼ばれるが、いくつかは微量でも機能し、「微量要素」と呼
ばれる。一方のビタミンは、生物の生育に必要な微量物質であって、その生物自身が体内で十分
に合成できない有機化合物」のことです。
5.微生物
バイオスティミュラントとして使われる微生物は、農業生産にお
けるさまざまな利益を得るために使用される、植物との「共生菌」
である場合が多い。
6.その他
その他として、「動植物抽出物」や「微生物代謝物」などがある。

当社取扱のあるバイオスティミュラント資材・分類

「栽培お役立ち情報（除草の省力化・環境ｽﾄﾚｽ対策）」
1.日時
9月12日(木)   13：30～ @三木本社
9月17日(火)   13：30～ @観音寺営業所

2.勉強会内容
”時間・人員”が削減できるﾗｳﾝﾄﾞﾉｽﾞﾙULV5活用について
ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟの薬量はそのままに散布水量を従来の約1/20ま
で減らすことができるULV5技術にｶﾊﾞｰﾚｽ、ﾌﾞｰﾑ用がﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ
、9/12の三木本社ではﾌﾞｰﾑｽﾌﾟﾚｲﾔｰでの実演も行います
高温・降雨・日照不足などの環境ｽﾄﾚｽ対策について
夏場の高温→台風の影響で植物は大きなｽﾄﾚｽを受けていま
す。植物が受ける様々な環境ｽﾄﾚｽを軽減し、植物本来の抵抗
力・免疫力を向上させるﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ剤をご紹介します。

ﾌﾞｰﾑｽﾌﾟﾚｰﾔを使っ
たULV5実演も！
（12日のみ）

※雨天の場合、実演会のみ9/13に変更します



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

病害防除剤

ベネビアODの「広範囲な害虫への速やかな効果」を
ドライバーが「瞬時に隙間まで濡れ広げて」アシスト。
厄介な害虫の防除に高い効果を発揮します。

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

いちご 炭そ病の防除に！



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

DJI農業用ドローン教習・整備場

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

農業応援Tube【日産化学】
オラクル灌注処理で経費節
減！？どのくらいお得か、
実際に計算してみた編

「簡単・省力・確実」大好評のセルトレイ灌注処理

大容量散布 最大24L/min
ビジョンセンサー搭載
3Dマップ構築可能

測量~散布まで一貫作業が可能



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

コーンスターチ由来の保水材

新発売

喜多社長のフィロソフィ日記「スマート農業化支援」この記事を書いている8月後半、水稲のドローン本田防除作業の山場を迎えて
いる。防除チームの責任者、メンバーは日々お天気アプリを見ながらのスケジュール調整、作業人員手配 → 早朝からの防除作業 → 片付
け → 次の作業準備と続いている。台風10号が接近しやきもきしているが、事故や体調管理に気をつけて乗り切ってほしい。
当社のドローン事業は今まで行っていた水稲防除に加え、今年度から一部地域で「かんきつドローン請負防除（らくらくおまかせパック）」
を開始した。背の高い果樹では事前測量を用いた完全自動航行で作業を行うが、事前測量した春先と枝や葉が伸び果樹や周囲の雑木の
形が変わってきている今の時期ではドローンがそれらを障害物として検知し作業中断することも多い。その他にも様々な課題があるが対
策を考えサービスの提供範囲を広げられるよう従業員達と一丸となりこれからも取り組んでいきたいと考えている。
「スマート農業技術活用促進法」がこの10月から施行される。「生産方式革新実施計画」と「開発供給実施計画」の2つの認定制度を設け、
認定を受けた農業者や事業者は税制・融資面での優遇を受けやすくなるとのこと。その背景に「今後20年間で基幹的農業従事者は現在
の約1/4（116万→30万）にまで減少、従来の生産方式では農業の持続的な発展や食料の安定供給は確保できない」「農業者の減少下
において生産性の高い食料供給体制を確立するためにはスマート農業技術等の開発・普及、活用の促進が必要」と書かれてあったことに
目が留まった。当社ではスマート農業の恩恵を受けることができる農業生産現場を少しでも増やせられるよう、今後も様々なスマート農業
化支援に取り組んでいこうと思う。

新登場

かんきつドローン防除の様子（高松市西部地区）


